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令和７年度瀬戸市総合教育会議 議事録 

 

▽日 時 

令和８年３月１１日（水） 午後３時から午後４時まで 

▽場 所 

瀬戸市役所 北庁舎４階 庁議室 

▽出席者（順不同、敬称略） 

 【瀬戸市総合教育会議構成員】 

瀬戸市長 川本雅之 

教育委員会教育長 加藤正彦 

教育長職務代理者 稲垣遼 

教育委員会委員 安井友香、加藤千惠、高橋積 

 【事務局等】 

企画部 部長 冨田和宏 

政策推進課 課長 大矢達也、課長補佐 宮田葵、企画調整係長 遠藤裕

志 

教育部 部長 駒田一幸 

教育政策課 課長 谷口塁、主幹 豊田幸一、課長補佐 松浦慎造、 

学校教育課 課長 松見健一、主幹 加藤淳、 

専門員兼指導係長 高島賢二 

 

▽議題 

 ・次期瀬戸市将来計画策定について（協議） 

・瀬戸市立小中特別支援学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置 

実施計画について（報告） 

 

▽議事内容 

 １ 議事に先立ち、川本雅之市長から開会のあいさつがなされた。 

   

２ 協議 次期瀬戸市将来計画策定について 

〇政策推進課長から、令和 9 年度を始期とした次期将来計画について、

策定状況について説明をし、委員と意見交換を行った。 

意見については、以下のとおり。 

 

（委員） 

〇人口減少の問題は待ったなしと認識している。人口減少の進行を緩やかにす
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るには、教育的な視点を重視し、子育てがしやすいまちをつくることが重要

だと考える。 

〇働き手が減少する現状を踏まえ、共働き世代の子育て支援を充実させること

で、移住・転入を促進できるのではないか。 

 

（委員） 

〇瀬戸の観光や、様々な情報について、インターネットが苦手な世代の方に対

しても、情報を案内できる窓口づくりが必要。 

〇市内の「よいところ」を一元化し発信していくことも必要。 

〇市民が視野を広く持ち、児童・生徒をせとの全体の子として、地域に関係な

く見守るような環境になるとよい。 

 

（委員） 

〇移住のきっかけになるような教育内容が大切。瀬戸市は「もの作りを通した

探究教育」ができる環境が整っている。瀬戸の自然や環境と、小中一貫教育

の中で、地域課題を考え、変化の激しい社会情勢の中でも、知識をどう活用

し新しい価値をどう生み出せるかがこれからの子供たちには必要になって

くる。 

〇子どもも大人も誇りを持って、瀬戸で暮らしてよかったと思えるような仕組

みを作っていく必要がある。 

 

（委員） 

〇小・中の適正配置に関して、学力を伸ばす方向で議論を進めてもいいので

はないか。 

〇子どもたちの誇り・郷土愛の醸成のためには、トライアンドエラーの中で、

いかに成功体験を積むことができるかが重要なので、部活動はじめ、学業

以外でも打ち込めることを提供できるとよい。 

〇ラブリッジ名古屋の拠点がある瀬戸市として女子サッカーを盛り上げ、女

子サッカーチームが地元に無い市町村在住の女子児童生徒が「瀬戸に行っ

たらサッカーができる」というような環境を作っていってはどうか。 

 

３ 報告 瀬戸市立小中特別支援学校の教育職員に関する業務量管理・健康

確保措置実施計画について 

〇学校教育課専門員から、令和 8 年 4 月から実施予定の瀬戸市立小中特

別支援学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画に

ついて説明した。 

（市長） 

〇計画にも記載のとおり、本市の教育大綱や教育アクションプランの推進の

ためには、教職員の皆さまの健康など、教育現場のより良い環境づくりが
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必要である。 

 

４ その他 

（教育長） 

〇1人1台のタブレット端末に象徴されるように、時代の変化が大きくなって

いる。また1人1人の児童生徒の個性が大変多様化しているが、将来展望を

持って方向性を定めていきたい。 

〇魅力ある教育は人を呼び込んでくるので、４月に開校するみつば小学校を

はじめ「明日も行きたくなる学校」を地域全体で創っていきたい。 

〇授業を通して、子どもたちが瀬戸に対する愛着、郷土の誇りを学校教育の

場で育てていきたい。 

 

議事を全て終了し、川本雅之市長から閉会のあいさつがなされた。 

 


